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１. 今後のスケジュール

開催時期 会議等 内容

令和
5年度

10月
29日

第3回 社会実験
（既存イベント※との
合同開催）

【イベントの実施】
・かわまちづくりの施策案の試行、課題の把握

【アンケート】
・社会実験の来場者に対し、かわまちづくりに関するニーズを把握

11月 第6回 ワーキング 【意見交換】
・かわまちづくりにおけるハード・ソフト施策の最終案

12月 第7回 ワーキング 【意見交換】
・かわまちづくり計画案、計画の推進方針（体制、ロードマップ等）

1月 第3回 協議会

【報告事項】
・第２回協議会、ワーキング、社会実験の開催報告
・四万十川かわまちづくりロゴマークの決定結果報告 等

【審議事項】
・かわまちづくり計画の最終案
・かわまちづくり計画の推進方針

＜かわまちづくり計画の申請・登録（予定）＞
■計画申請：令和6年5月～ ■計画登録：令和6年8月 ■伝達式：令和6年9月

審議事項
■令和６年度のかわまちづくり計画の申請に向けて検討を進めてよろしいでしょうか。

１

※「たのしまんとﾘﾊﾞｰﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ
（中村商工会議所青年部主催）」

■今後のスケジュール



2.かわまちづくりのハード・ソフト施策（案） 審議事項
■ワーキンググループでの協議結果に基づく下記のハード・ソフト施策をベースに、引き続き
かわまちづくり計画検討を進めてよろしいでしょうか。
■かわまちづくり計画に位置付ける施策案

ハード施策
分類 施策

良好な環境を将来に向け
て守り育てる

・四万十川の保全活動
（散策路の保全等）

四万十川の魅力を活かし
た新たな場を創出する

・水との触れ合いの場の創出

・ﾊﾞｰﾍﾞｷｭｰ場整備、ｷｬﾝﾌﾟ場のﾘﾆｭｰｱﾙ

様々な水辺利用に資する
利便施設を充実する

・トイレの整備

・案内板（サイン）の整備

・駐車場の拡充

・野外劇場にもなる広場整備

・船着場の整備

・日陰の整備

ソフト施策
分類 施策

既存イベント
入田ヤナギ林菜の花祭り
しまんと納涼花火大会

良好な環境を将来に向
けて守り育てる

・四万十川の保全活動
（環境保全、自然観察等）
・四万十川の水源林再生

河川空間の賑わいを創
出する
（イベント等の企画・
運営）

・キッチンカー・マルシェ・日曜市
・カヌー大会
・スポーツイベント
・ライトアップ（赤鉄橋等）
・アートプロジェクト
・その他多様なイベント
・簡易アスレチックの設置
・ヨシ原迷路の設置
・植物公園（花畑）づくり
・川床の設置
・電源設備の提供

川やまちの魅力を繋ぐ
仕組みをつくる
（ネットワーク形成）

・沈下橋フォトラリー
・まちなかとの周遊の魅力化
・ウォーキング・サイクリングコースの
拡充と活用 ２



3. 今後の留意点 審議事項
■かわまちづくりの実現・推進に向けて、下記に留意し取り組むことでよろしいでしょうか。

留意点 今後の方針

ハード施策

【安全】河川利用についての安全性の確保 水との触れ合いの場においては、安全に配慮した構造と
するとともに、利用するためのルールを定め、周知する。

【環境】動植物の保全 ハード施策の整備にあたっては、重要種等の生息・生育
環境の保全に配慮する。

【景観】四万十川の自然や景観への配慮
ハード施策の整備にあたっては自然景観への調和につい
て配慮するとともに、耐久性や補修等維持管理のしやす
さにも配慮し検討する。

【維持管理】施設の維持管理 施設の維持管理の役割分担を具体化する。

ソフト施策
民間利用の推進 四万十川の河川敷を利用しやすい施策のPRを進める。

役割分担の調整 ソフト施策実施の役割分担を具体化する。

３

■留意点と対応方針


